
予備審査判定

①職員提案審査会に付す必要がある認められるもの
【関係課見解】 ②①以外のもの

提案事項 提案内容 実現可否 関係課コメント 関係課 判定 コメント 判定 褒賞 評価及び対応指示 担当課

Ａ　実現可能
課税課としては、ナンバープレートの地域名表示が「伊賀」となっても、課税上特に問題はあ
りません。

課税課

Ｂ　条件付実現
可能

提案者の指摘の通り「伊賀ナンバー」は名張市との連携や調整が不可欠ですので、取り組
むのであれば広域行政担当部署もしくは政策調整担当部署にご担当頂きたいと思います。

観光戦略課

Ｂ　条件付実現
可能

　提案内容における趣旨及びその効果については、同意できる一方で、懸念される点として
は、①導入要綱にあるとおり、地域住民のニーズがあることを確認する必要があること。　②
当該提案は『伊賀』ナンバーとすることが前提である（その他の名前にすることは想定されな
い）中で、名張市の協力が得られるか。　であるといえます。
　ご当地ナンバー制度については、多くの自治体が検討しながら実現できていない現状か
ら、市町村間の調整が容易ではないことが推測される中、当該提案による当市の効果は大
きく期待できるものの、名張市にとって、伊賀ナンバーにすることの効果について明確に説
明できることが条件となるといえます。
　また、上記のことから、ニーズ調査にかかる費用についても、市内での調査はもとより、場
合によっては名張市におけるニーズ調査費用についても支弁する必要があることを申し添え
ます。

総合政策課

Ｄ　その他

まず、伊賀市で導入の可否を検討していただき、伊賀市で可であれば、その後名張市とご協
議いただき、その結果、両市で共同して取り組む事務として、広域行政事務組合で取り扱う
ことに決まれば、対応いたしますが、伊賀市として導入の可否を検討している現段階では、
当組合として申し上げる意見は、特にありません。

広域行政事務組
合

Ｃ　実現不可

ユニークな提案ですが、外国人旅行者への漢字を使った土産を作りたいという提案の趣旨
及び理由と俳句作成アプリを開発するということが結びつかず理解に苦しみます。芭蕉の生
誕地だから俳句でという発想なのでしょうか。しかし、本来、自然に接したり、人とふれあう中
で得られた感動を十七文字の中で表現する手段が俳句であり、字句を単に繋ぎ合わせて作
るものではないと考えます。また、最近はＨＡＩＫＵが海外でも詠まれていて、五七五や季語に
とらわれないその国の言葉による短詩として親しまれるようになっていますがその底流にあ
るものは同じであり、伊賀を訪れた外国人が俳句を間違って理解してしまうことを懸念しま
す。伊賀らしい風景などの写真に外国人旅行者が入れたい漢字を入れてＴシャツなどにプリ
ントするサービスをするだけでよいのではないでしょうか。

文化交流課

Ｄ　その他
アプリを入手することにより伊賀市に来なくても使用することができ、宣伝効果に疑問があ
る。また滑稽な俳句も良しとするとのことであるが、季語なし俳句や五七五を無視した自由俳
句のようになると芭蕉生誕の地としてまた、愛好家からみてどうか疑問がある。

広聴情報課

Ｂ　条件付実現
可能

提案者の「俳句の出来が良いか悪いかを問わない」という発想が気になります。気軽に俳句
に取り組み俳句愛好者を増やすと言う点は評価できますが、アプリを作るのであれば俳句
の専門知識のある研究者や団体に監修いただき、初心者なりにでも「俳句の精神が良く理
解できる」芸術性や文化性において完成度の高いものである必要があると考えます。
また、アプリの開発は商業的問題であり、有料で民間事業者が取り組むべきで、行政が官
費で開発すべき事項とは思えません。

観光戦略課

Ｄ　その他

にん太としのぶ、萌えキャラについては、ＮＩＮＪＡフェスタ実行委員会の所有であり、伊賀市
に所有権がありません。実行委員会が観光協会等と連携し、宣伝効果を上げることには賛
同いたします。なお、伊賀市観光大使である「いが☆グリオ」はすでにスタンプを販売してい
ます。（いが☆グリオ実行委員会）

広聴情報課

Ａ　実現可能

ラインスタンプについては、民間事業者が忍者の萌えキャラ「伊賀嵐マイ（伊賀上野NINJA
フェスタ実行委員会公認）」を使ったものを製作中で、早ければ今秋に４０種１２０円で発売
予定です。提案内容は伊賀市で販売しするとのことですが、民間活力の導入による地域活
性化という視点では、民間で積極的に取り組んでいただくほうが良いと考えます。

観光戦略課

◇平成２７年度伊賀市職員提案制度　自由提案一覧◇

※実現可否欄に、「Ａ実現可、Ｂ条件付実現可、Ｃ実現不可、Ｄその他」から選択して記入。

LINE株式会社の運営する、世界で約４億人、国内約５千万人のユーザーが利用
している「LINE」の「LINE Creators Market」で、にん太としのぶ、伊賀流忍者萌え
キャラクターなどの公式LINEスタンプを販売する。「LINE Creators Market」で、価
格１００円（スタンプ４０種）で販売する。売上げは伊賀市の収入となるので、シティ
プロモーション活動に充てることも出来る。

ＬＩＮＥスタンプの
作成

外国人旅行者が、伊賀市内の地名・施設名、季語などを英語や写真から検索し
て気軽に俳句を作成できるアプリ。俳句の最後には名前からひらがなかカタカナ
の篆刻印も自動でつけるようにする。もちろん日本人も使うことができ、俳句の出
来として良い悪いは求めず、少し滑稽なものとなった場合もそれを楽しむ。また、
作成した俳句は、壁紙データをメール送信、写真やプリントした商品（Ｔシャツな
ど）として販売する。売上げは伊賀市の収入となるので、シティプロモーション活
動に充てることも出来る。
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② －

予備審査
に置いて、
審査会に
付す必要
が認められ
ず

　一定の効果があると思われるものの、いがぐ
りオは既に民間にて販売中であること、にんた
としのぶについては、実行委員会が所有権を
有していることなどから、民間での実施が期待
される。

　一方で、「伊賀市」でのラインアカウントの登
録と活用については可能性が期待できる。（予
備審査意見）

対応状況

審査会結果予備審査審査会前の関係課見解（意見）提　　案

②俳句作成アプリの
開発

　実現に向けて必要となる確認
事項のうち、登録台数等手続き
上の条件について、先ず当課で
確認する。
　その上で、導入可能性が認め
られた場合は、連携自治体の意
向等その他の確認事項につい
て、定住自立圏構想など、今後
想定される近隣市町村間との連
携協議を行う場面において、可
能性を検討・協議することとす
る。
【総合政策課】

　実現した場合の効果は期待できるが、①第3
弾募集があるか　②「伊賀」ナンバーで他市町
の参画が得られるかなど、実現に向けた前提
条件がある。（予備審査意見）

①

登録名については行政区画や旧国名などの地理的名称であり、当該地域を表す
のにふさわしい名称であること。また全国的にも認知されていることとされており
「伊賀」という名称はうってつけである。海外では、凝ったナンバープレートが見ら
れるが、日本でもイラスト入りナンバープレートの導入が予定されているとのこと
であり、「伊賀」ナンバーに加え、観光振興、地域振興に一役買うような意匠を凝
らしたナンバープレートを作成する。

自動車の「伊賀」
ご当地ナンバー申
請

　実施した際の情報発信、観光振興の効果は見込まれる
ものの、実現あたっては、➀登録台数等の諸条件　②住
民ニーズ　③連携する自治体の意向　④「伊賀」以外の
名称の選択肢の有無　等の確認が必要となることから、
今後のご当地ナンバー募集時に申請手続きが遅滞なく
行えるよう、これらの確認事項について、調査・検討する
こととする。（審査会意見）

－

予備審査
に置いて、
審査会に
付す必要
が認められ
ず

　季語を考慮しない、出来の良し悪しは考えな
いなど、俳句の精神から逸脱する可能性があ
り、俳句愛好家からの反対意見などが懸念さ
れる。
　外国人には日本語の俳句の文字が理解でき
ないのではないか。（外国人が漢字を好むとい
う視点と相容れないのではないか）

　民間による実施が期待される。（予備審査意
見）

総合政策課実施検討



提案事項 提案内容 実現可否 関係課コメント 関係課 判定 コメント 判定 褒賞 評価及び対応指示 担当課
Ｎｏ

分

類
対応状況

審査会結果予備審査審査会前の関係課見解（意見）提　　案

Ｃ　実現不可

　近年、自治体において、ドライブレコーダーを設置するところが見受けられます。県内の市
においては共用車両の全車への設置が２市、その他一部への設置が４市の状況です。
　安全意識の向上を始め、職員の資質向上の観点からドライブレコーダー設置について否
定はしませんが、設置に当たってはどの公用車に設置するのか、設置後の効果をどのよう
に検証するのか（管理にかかる時間等）など考える必要があります。
　現在通常の共用車両（グループウェアでの共用配置方式により稼働率75～85％を目指す
車）は105台、全公用車で536台保有しており、導入には財政負担も伴います。
　また、平成26年度の車両事故の現状では、駐車場での軽微な自損事故・接触事故と道路
上工作物への自損事故がほとんどを占めており、事故の防止のためには各所属での公用
車管理を含め、交通安全に対する啓発、注意喚起の徹底、安全運転への周知を図る必要が
あります。

管財課

Ｂ　条件付実現
可能

安全面では効果有りと考える。
異常気象時の道路パトロール記録とすることは出来るが、データや画像の利用等、一定の
ルール作りが必要。
建設１課、建設２課では道路パトロール車に装着することが出来るのではないか。
路面状況の記録はデジタルカメラでの撮影で十分である。

建設１課、

Ｄ　その他

廃棄物の不法投棄を監視している環境パトロール車にドライブレコーダーを設置することに
ついては、現在、未然に防止するため不法投棄されやすい現場を中心にパトロールを行って
いますが、これまでパトロール中に不法投棄行為者に遭遇したことはなく、また市民からの
情報提供や通報は既にごみが捨てられている現場であり、不法投棄の監視に効果が期待
できない。

廃棄物対策課

Ｄ　その他

　導入に関しては、安全意識の向上、事故を起こした際の相手との責任割合等を考えるうえ
では、有用なものであると考えるが、違反しないようにするための抑止力としては、あまり機
能しないのではないかと考える。また、事故が起こった際、苦情が入った際の確認において、
どのように管理していくかを導入前に十分検討する必要があると考える。
　また、ドライブレコーダーの導入の有無に関係なく、事故（違反）が発生した場合の報告書
等の作成は必要であり、機器の導入後に新たに増える事務（機器自体の管理、記録データ
の精査・解析等の必要な措置等）を考慮すると、決して事務負担の軽減につながるとは考え
にくい。

人事課

Ｂ　条件付実現
可能

　（ごみ集積場の資源物持ち去り防止について）
　ドライブレコーダーへ収録された動画のみを根拠として、禁止命令を出す、または罰則を課
すことは出来ないが、当該行為が行われていた時間や自動車を特定し、警察署へ情報とし
て提供することにより裏づけの一助にはなりうる。
　ただ、データ解析にかかる職員の労力と、抑止力のバランスについては、データのクオリ
ティーなどの諸条件により左右されるので、未知数である。

さくらリサイクル
センター

Ｄ　その他
産業廃棄物の不法投棄を検挙するには、車両ナンバーなどが撮らなければ特定が困難で
あり、偶然が重ならなければ廃棄物不法投棄監視対策としての効果は薄いと考えます。

環境政策課

個

人

使用率の高い公用車を中心に、ドライブレコーダーを設置し、安全意識の向上
と、事故を減らす。

公用車にドライブ
レコーダーを設置
する

① Ｂダイヤ（土・休日のダイヤ）上野市を18時に発車する１８７１列車を桑町～猪
田道間（４２２号と並行する区間付近。桑町８号踏切が起動しない地点）で停車さ
せて、山なみへ沈む夕日を鑑賞する。車内において簡単なおもてなしを行う（お月
見列車では月見だんごと車内での生演奏）。この区間で停車した場合、右の赤い
点線の時刻となり、丸山での１８７０列車との交換を猪田道で行い、伊賀神戸着を
１８時４３分とすることで、伊賀神戸で折り返しとなる１８７２列車の発車時刻まで３
分程度の余裕があることから折り返しが可能であり、また、以後の列車時刻へ影
響を与えない。
　
② 2016年に開業100周年を迎える県内の路線（伊賀鉄道上野市～伊賀上野、近
鉄名古屋線白子～千代崎、三岐鉄道北勢線楚原～阿下喜東（後の六石））を巡
る、開業100年スタンプラリーを実施して、それぞれの区間でスタンプを集め、オリ
ジナルグッズのプレゼントを行う。全路線完乗者には、抽選で沿線の特産品が当
たることとする。

③ 　夏の関西１デイパスでは、春の関西１デイパスの「長谷寺・室生寺参拝チ
ケット」に代わって「赤目四十八滝チケット」の引換券が付いた。この引き換えチ
ケットを「伊賀上野・赤目四十八滝チケット」として伊賀上野駅を起点に伊賀の観
光地を回ることができるよう、西日本旅客鉄道へ要望して実現を図る。
「赤目四十八滝チケット」での近鉄電車と三重交通バスの利用区間は、下記の区
間であるが、ここへ近鉄電車の赤目口～伊賀神戸と伊賀鉄道の伊賀上野～伊賀
神戸間を追加することで、伊賀地域での周遊ルートとなる。

伊賀鉄道の利用
促進に向けた施
策について
① 伊賀線トワイラ
イトトレイン
② 2016年に開業
100年を迎える県
内の路線をめぐる
スタンプラリー
③ 関西１デイパス
伊賀上野コース

（②について）
　開業100周年を迎えるにあたり、伊賀鉄道の活性化に
向けた更なる取組は必要である。
　一方で、継続性や費用対効果などの観点からどのよう
な事業内容が効果的なのかについて、伊賀鉄道の課題
や可能性を十分に検証した上で、当該提案を含めて具体
的に検討していく必要がある。（審査会意見）

－

➀予備審
査に置い
て、審査会
に付す必
要が認めら
れず

②保留

③予備審
査に置い
て、審査会
に付す必
要が認めら
れず

①ダイヤ上は実施可能であっても、一般乗客
への周知や日没時間に合わせた停車など、実
施にあたっての課題が多く現実的ではない。

②各鉄道事業者の賛同・協力が前提条件とな
る。

③実施にあたっての必要経費（負担金）が不
明である一方で、仮に実現した場合において
も、利用増につながる効果があまり見込まれ
ない。（予備審査意見）

順
に
①
②
①

4
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5

①通常運行している列車を停車させ、行き違い駅の変更及び接続駅での到着時間遅延は
一般のお客様に不便をかけるため実施すべきでないと考える。臨時列車を運行するにも、
元々それを想定したダイヤ編成が必要であり、日没時間は季節によって変わるため、①を運
行するためのダイヤは設定できない。
②各鉄道事業者の賛同、協力があれば実施可能と考える。以前、ＪＲ線と伊賀線を含めて実
施したスタンプラリーでは、車で駅まで来て入場券を購入しスタンプを押印する方が多く見受
けられたようであり、実施方法や効果などを検討する必要がある。
③このような周遊券は多額の負担金が必要となってくる。要望するだけであれば可能である
が、「赤目口四十八滝チケット」に伊賀線を通過するルートを追加するだけでは利用増は見
込めないと考える。

Ｄ　その他 総合政策課

－②

予備審査
に置いて、
審査会に
付す必要
が認められ
ず

　事故の抑止効果はある程度期待されるもの
の、①道路の状況確認や不法投棄には効果
が薄い　②実際の事故はほとんどが軽微な自
損事故であり、レコーダーの活用が不要　との
担当課からの回答もあり、費用対効果が低い
と思われる。（予備審査意見）



提案事項 提案内容 実現可否 関係課コメント 関係課 判定 コメント 判定 褒賞 評価及び対応指示 担当課
Ｎｏ

分

類
対応状況

審査会結果予備審査審査会前の関係課見解（意見）提　　案

Ｂ　条件付実現
可能

少子高齢化の本格的到来のなかで、市場にはのりにくいサービスの取引を通じて、コミュニ
ティを活性化していくことは重要だと認識しているが、地域通貨については、ほとんどの自治
体やＮＰＯ等実証実験で終わっているところが多いように見受けられる。添付資料の「クリン」
も実証実験段階で終わっている事から、何か問題があるのではないかと考えられます。
このことから、その課題が何なのかなぜ実証実験で終わっているのか、また、地域通貨の法
的な問題もクリアしての提案ですか。
・紙幣類似証券取締法
・前払い式証票の規制等に関する法律（プリペイド法）
・出資の受入れ、預り金及び金利の取締りに関する法律（出資法）
・信託法、銀行法
・税制上の取扱い（消費税、所得税）
・その他　労働基準法／通貨払いの原則・直接払いの原則・全額払いの原則・保険制度整
備の必要性

地域づくり推進課

Ｃ　実現不可

　地域通貨には地域コミュニティ活動の活性化や地域内経済循環の促進といった効果が見
込まれます。しかしながら、これまで同種の取組が全国的に普及してこなかった理由は、①
運用ノウハウ　②運用経費　③流通量　④法的規制　などにおいて多くの課題があるから
で、取組例として提示された栗山町のレポートにおいても、その制度・組織活動を維持させる
ことが目的となってしまったという記述があることから、実際の事業実施には持続可能性の
観点から疑念があります。
　このように、先行事例を見ても地域通貨は未だ明確な運用スキームが確立されておらず、
実証実験の域を超えていないと言えることから、当該提案の趣旨が地域活動の推進である
ならば、現時点においては、地域通貨の流通というしくみよりも、「助けて欲しい人」を助ける
ためのより直接的な支援方法を検討するべきであると考えます。

総合政策課

Ｄ　その他

　地域（住民自治協議会の範囲や、場合によっては複数の住民自治協会の範囲の場合もあ
ります。）における助け合い活動は、地域福祉計画に基づきすでに取り組んでいます。
　ご提案の「助け合いギルド」の考え方は、少子高齢化、人口減少がすすむ中で、地域コミュ
ニティを高めるために重要な視点であり、また地域予防にもつながると考えており、第２次伊
賀市地域福祉計画で、行政主導ではなく地域主体ですすめることとして位置づけています。
　そして、これらの取り組みも含めた、福祉のまちづくり支援、組織づくり支援は社会福祉協
議会が行っており、すでに１１ヶ所の住民自治協議会で組織が立ち上がっています（平成２７
年３月末現在）し、ＮＰＯ法人の活動も増えてきています。
　なお、「地域通貨」の考え方については、地域の中で検討される手法であると考えており、
地域福祉計画では、その延長線上の考え方として、「コミュニティビジネス」を示していますの
で、ぜひご覧ください。

■昨年度、厚生労働省中央研修において、伊賀市の取り組みを報告しており、その中でも
一例を示していますので、参考にしてください。
https://jmar-form.jp/201409.html

医療福祉政策課

Ｄ　その他

地域活動を促す仕組みづくりを構築することは必要と考えますが、そのために地域通貨を活
用することに疑問を感じます。（現金でも問題ないのでは？）
地域通貨は全国的に見ても成功事例は極めて少なく、市民にとって魅力のある通貨となって
いないのが現状である。（使用できる店舗が少ない、魅力のある商品と交換できない等）

地域通貨を活用する代わりに、例えば、ポイント制の付与といった方法が考えられないか。

商工労働課

Ｄ　その他

現在のＧＷ上での実現は無理であるが、そのような機能を備えたＧＷを導入すれば、実現は
可能です。ただし、匿名での投稿には無理があり、質問に対しての回答についてその正確性
が証明できません。また、現在実施しているＯＪＴの観点からも分からないことがあれば上
司、同僚等と相談しながら仕事を進めていき、職場の活性化を図るべきではないでしょうか。

広聴情報課

Ｃ　実現不可

　「市役所版“知恵袋”」の運用にあたっては、サイト利用に関する要綱を制定し、カテゴリとし
て取扱う項目や、管理・運用基準等をきちんと規定すべきと考えるが、先ずもって、記載内容
が正しいか否かは、誰がどのように判断するのか？
　「3　提案内容」欄には、「匿名での投稿を必須条件とする」とあるが、知恵のニーズはある
程度スピードが必要とされる中、匿名にすることで、いつ、誰が記入したものかが不明確にな
るほか、回答の正誤が取れていないものを蓄積することとなり、管理する担当課の事務負担
増だけを生むのではないかと考える。
　また、専門知識を持っている職員に対して責任が過重されたり、事務負担が増えることは
問題があり、業務上の問い合わせたいことがあれば、担当職員等へ普通にメール等で聞け
ば良いのではないかと考える。

人事課

Ｃ　実現不可
当課では、公共施設最適化計画に基づき市内体育館などの「縮小」に取り組んでおり、体育
施設を増やす予定はありません。余った学校の体育館などは、民間での活用を期待します。
（スポーツ振興課）

スポーツ振興課

Ｂ　条件付実現
可能

公共施設最適化の方針及び公的関与のあり方に関する点検指針に基づき、公共施設を削
減していく必要があります。市が新たな機能（提案からは健康増進施設なのか商業施設な
のか何が目的なのかが特定できない）を運営する必要があるか考える必要があります、公
共サービスを続けていくためには施設を増やさず、負担も可能な限り少なくする必要があり
ます。
　
　条件付としたのは、これらも踏まえ、提案事業を実施するについては施設を民間企業など
に譲渡し民間起業が運営する、忍忍道場に投資したいという民間企業がいるのなら、施設の
譲渡先として考えられます。その際には、民間企業には地域住民の同意を得られるように努
めていただく必要もあります。

市政再生課

Ｃ　実現不可

伊賀市では、持続可能な公共サービスの実現に向けて『公共施設最適化計画』を策定し、公
共施設の総量縮減を目指しています。
廃校施設の利用促進や有効活用の推進は必要ですが、本当に市で行うべき業務であるか
を判断し、地域や民間への譲渡後の活用を図る必要があると考えます。

管財課

Ｂ　条件付実現
可能

廃校施設は、当課が管理する普通財産である。転用は可能であるが、以下の条件をクリア
することが必要となる。
①都市計画法上の転用施設としての条件を満たすこと
　　（廃校施設は、市街化調整区域内にあり、その転用にも制約があ　る。市が条例に基づ
き設置する体育館であれば転用可能）
②地域住民の同意を得ること
　　（廃校後も、指定避難所となっており、地域施設として住民の借用　希望も多い現状があ
る。）
③施設環境整備を行うこと
　（給排水設備、電気設備は校舎と一体となっているため、新たな整備が必要。体育館のみ
の転用であれば、接道条件、駐車条条件なども加味する必要がある。）

教育総務課

（統廃合によって
余った学校の体育
館などを利用して）
伊賀市に忍忍道
場（仮称）（体育施
設）をつくることが
できないか

三重大を中心に忍者学もさかんになってきて、その道に詳しい関係者のネット
ワークも出来つつあるので、このようなコンセプトの施設が出来れば、ここを利用
して様々な企画や講習が可能になってくるかと思いますが、ひとまずハード面で
の施設の仕様・コンテンツの構想について述べたいと思います。。
メインコンテンツ・・・ボルダリングジム　　その他（スラックライン、大トランポリン等
、手裏剣投げの練習場）
　コスト的に可能ならジムにあるような一般的なトレーニング機器も

（捕捉）
提案者の考えでは、メインコンテンツとしてはボルダリングジムのようなものを想
定している。
ボルダリングは岩登り（クライミング）を模したスポーツであるが全身の筋肉も鍛
え、頭脳も使う人間のサバイバル的な体力を鍛えるのに適した室内スポーツ。努
力して岩を這い登るイメージが、いかにも忍者修行的なイメージ（もしくは人生そ
のもののイメージ）と重なり、実際に、体力も精神力も知力も鍛え上げられる。
初期投資さえすればランニングコストはさほどかからない
（他の地域でボルダリングジムを作ってもそれはボルダリングジムでしかないが、
伊賀でボルダリングジムを作れば忍者修業のイメージとからめてアピールするこ
とが出来る（→全国的に話題になり観光のアピールポイントにつながる可能性が
ある）。そういった意味でも伊賀市にボルダリングジムを作るのは「お得」感がある
と思っていた。）
その他のコンテンツとして考えているのはスラックライン（綱渡り）や平均台宙返り
などの空中技練習用の大型トランポリンなど初期投資さえすればランニングコス
トはそれほどかからずまた、初期投資もそれほど多額にはならないであろうもの
をまずは念頭においている　。
また、手裏剣投げの競技も盛んになりつつあるので手裏剣投げの練習場もよい
と思う。（手裏剣投げは集中力も養える）
（コスト重視の基本の想定には入っていないがコスト度外視で言うなら、水蜘蛛の
訓練や模擬的な滝行（体によいらしい）ができるような水系の施設もあれば面白
いと思う。）

助け合いギルドと
地域通貨ボンチ
（仮名）の創設

役所内に閉じたQ&AコミュニティはITプラットフォーム上に構築することが前提で
す。
目的を達するための現実的な選択として、新たなベンダよりQ&Aコミュニティに特
化したITソリューションを導入するのか、【4 効果】に記載したように、そもそも先進
事例の乏しさや適切なITソリューションの選定が難しいなど“その他の理由”か
ら、Q&Aに特化しない社内SNSや、いわゆる「フォーラム」、「BBS」のシステムを代
替として導入するのかは、判断が必要です。
提案の環境を現GW上で実現できるのであれば、それに越したことはありません。
ただし、当初の目的を持続可能な形で実現していくためには、匿名での投稿であ
ることを必須条件として想定しております。Q&Aサイトを始めるかどうかよりも、ど
のような形で、どのようなルールで運営していくかの方が重要であり、ルール次第
では当初の目的を達することができなくなる可能性もあります。
まずは特定の課を対象に、明確な目的を定義しつつ、試験的に運用していくこと
が第一歩であると思われます。

伊賀市役所版 「
Yahoo!知恵袋 」

（仮称）

　子育て支援の一環として、屋内
外を問わず親子が気軽に集うこ
とができたり、楽しく遊んだりでき
る施設は必要と考えており、先ず
は年齢層（乳児期、幼児期、学
童期）毎にどのような施設や環
境が必要なのか検証するととも
に、現状を把握したうえで実施に
向けて検討していくこととする。
【こども家庭課】

　今年度実施する共同研究グ
ループにおける研究課題の一つ
である「子育てしやすい環境づく
りを考える」において、当該提案
内容及び審査会での意見を踏ま
えた具体的な実施方法につい
て、更なる検討を行っていただく
こととする。
【総合政策課】

こども家庭課
総合政策課

－一部実施
検討
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人
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「助けてほしい人（依頼者）」と「助けられる人」を繋ぐ仕組み「助け合いギルド」を
創る。
「助けてほしい人（依頼者）」から「助けられる人」へ支払われる報酬として地域通
貨ボンチ（仮名）を創る。
＜「助け合い」ギルドの概要＞
依頼者は「助けてほしい内容」とその「報酬」を決めて「助け合いギルド」に相談
し、「助け合いギルド」は内容と報酬が適当かどうか確認し、掲示等により「助けら
れる人」を募集する。
・報酬は金銭不可を原則とし、基本、地域通貨ボンチで支払う。
・助け合いギルドは市民センター等、地域住民が気軽に集える場所に設置する。
＜ギルドが受けることができる依頼＞
「請負人に危険が及ばない依頼」「市内に同様のサービスを提供する業者等がな
い依頼（もしくは、あったとしても依頼人がサービスを受けることができない場合や
業者を利用するほどではない些細な依頼）」「請け負う為に特別な資格が必要なく
法律に違反しないもの」等

＜報酬として可能なもの＞
・依頼人が所有しており高価でない物品
・交換されることが適当である依頼
・適当な額のボンチ　等
＜地域通貨ボンチ（仮名）について＞
・ボンチの創設と流通は「助け合いギルド」が持続的に機能することを目的とす
る。
・ボンチは円との交換により市が発行する。1ボンチ＝100円
・ボンチはボンチ加盟店で使用することができる
・ボンチ加盟店及び加盟組織のみボンチを円に換金することができる

予備審査
に置いて、
審査会に
付す必要
が認められ
ず

－

予備審査
に置いて、
審査会に
付す必要
が認められ
ず

－

　共助の推進のためのしくみづくりは各自治協
議会や地域等により自発的に行われるもので
ある。
　また、仮にそれらを全市的に拡大するために
地域通貨を導入する場合、市民の理解、事務
経費の問題など課題が多く現実的ではない。
（予備審査意見）

②

　観光振興の視点としては、同様の取組が観光協会をは
じめ民間団体が主体となり、既に実施されている。一方
で、忍者をテーマとした市民の健康づくり、子育て支援事
業の一環としては効果が期待できることから、具体的な
実施場所、実施方法等について、ハード・ソフトの両面か
ら検討することとする。（審査会意見）

　公共施設最適化の方針を踏まえた上で、民
間による事業実施が期待される。

　廃校施設の活用については、転用手続き、
環境整備等課題がある中で、利活用に向けた
アイデアの一つとして評価できる。（予備審査
意見）

①

　現在のGWでの実施には技術的な課題があ
る。
　本来、各課別の事務事業マニュアルを随時
見直すことによって運用可能。ＯＪＴのしくみの
中で課題は解決される。
　匿名が前提となる質問・回答では責任が明
確ではなく利用者が増えると思われない。（予
備審査意見）

②


